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4一…ら……0| の雨剛j山代を中 心とする引川|時剛附侍恥馴J押期q羽lの 草戸千軒附附刊Mの釧削州1I制町11町I 
並みを実物大で復元するとともに 笑際の出土資

守 車|仰の畑山分類して展示し μ の生 わら刊り)Jのコ一日すo

i 草戸干軒l町遺跡からは。土器 ・陶磁路 ・石製品 ・木製品 ・金属

守 製品なと多様な材質の生活用具が出土口いますが大多数を占

めているのは土器 陶磁器といった焼き物です。焼き物が多く 出

土するのは. 当時の人々が大量の焼き物を消費していたこと

ちろんですが それ以上に，木製品や金属製品のように地中で朽

ちたりsjぴたりする ことがないため.多〈の製j品l品古が現在まて
たことを理理塑III由却に挙げることができます。

. さまざまな積類の焼き物の中でも 特に多く 出土しているのが
目 は じしつどさ

l 土師t質t土昔探持とH呼千ぶ素焼きの土日総号で'一つのゴミ括拾:て穴カか、らlトン

‘rにもおよぶ宜髭::;の土師質土器が出土したこともあります (写写，真1υ)。
4こ……註……一土 (写真2
たのではなく 宴会やまじないなとど矛 儀札的な場面で使われたも

器の椀

のが。再利用されることなく 一括して廃楽されたものと考えられ

ょす土日iljf~土 ffi十の大部分は。椀 JIIlなとの食器HrIです(写真2)。こ

v れらの土慌に類似する製品は，岡山県から広島県東部にかけての

C I 瀬戸内海沿岸部を中心に分布していることから 制品の土師質
D 土総と呼んでいます。草戸千軒の町で消費された土採b 吉備地

誌 域の沿岸部のどこかで生産されたものと考えられますが1 具体的

活の様子を詳しく紹介しています。

前回に続いて。「ものづくり」にかかわったl搬入

の世界を展示資料から紹介します。今回は「作る(か

C 
(写真1)土師質土器の出土状況

なgf地はl列らかにできていません。低い温度で焼く土師質土器は，

大規tC!な殺を椛築する必要がないことから，工人集団が各地の消

i'i集務を移動しながら生産した可能性も指摘されていますが，草

戸千軒l町遺跡からは明確に土器を焼いたと判断できる遺構は検出

、
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